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「 手 話 」は「 言 語 」の 一 つ

※

条
例
か
ら
抜
粋

【
市
民
の
役
割
】 

第
4
条

　
市
民
は
、
地
域
社
会
で
共
に

暮
ら
す
一
人
と
し
て
、
手
話
へ

の
理
解
を
深
め
、
手
話
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
ろ
う
者
と
ろ
う
者

以
外
の
者
が
共
に
暮
ら
し
や
す

い
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す

る
よ
う
努
め
ま
す
。

【
ろ
う
者
の
役
割
】 

第
5
条

　
ろ
う
者
は
、
手
話
に
関
す
る

市
の
施
策
に
協
力
す
る
と
と
も

に
、
手
話
の
意
義
及
び
基
本

理
念
に
対
す
る
市
民
の
理
解

の
促
進
及
び
手
話
の
普
及
に

努
め
ま
す
。

 

【
事
業
者
の
役
割
】 

第
6
条

　
事
業
者
は
、
ろ
う
者
が
利
用

し
や
す
い
環
境
に
配
慮
し
、
ろ

う
者
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整

備
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
多
く
の
人
は
、
声
や
耳
を
使
う
音

声
に
よ
る
言
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
の
中

に
は
、
手
や
指
、
体
の
動
き
、
表

情
な
ど
で
意
思
を
伝
え
る
「
手
話
」

を
使
う
人
（
ろ
う
者
）
が
い
ま
す
。

「
手
話
」
は
、
ろ
う
者
が
生
き
る
上

で
大
切
な
も
の
で
あ
り
、
日
本
語
や

外
国
語
な
ど
と
同
じ
く
、
言
語
の
一

つ
で
す
。

　
し
か
し
、
手
話
は
、
長
い
間
言
語

と
し
て
認
め
ら
れ
ず
、
ろ
う
者
は
、

必
要
な
情
報
を
入
手
で
き
な
い
た

め
、
多
く
の
不
便
や
不
安
を
感
じ
な

が
ら
生
活
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

後
「
障
害
者
基
本
法
」
が
2
0
1
1

年
に
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
手

話
は
言
語
で
あ
る
と
明
確
に
位
置
付

け
ら
れ
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
一
部
の

人
だ
け
が
使
う
特
別
な
も
の
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
言
語
で
あ
る
手
話
を

広
め
、
ろ
う
者
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
ま
ち
を
目
指
す
た
め
に
、

「
越
前
市
み
ん
な
の
心
を
つ
な
ぐ
手

話
言
語
条
例
」
を
3
月
19
日
に
制

定
し
、
4
月
に
施
行
し
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
も

が
手
話
で
会
話
が
で
き
る
環
境
を

整
え
て
い
き
ま
す
。

　
私
は
、
病
気
の
た
め
に
聴
覚
を
失

い
、
2
歳
で
ろ
う
学
校
の
寄
宿
舎
に

入
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
口
の
動
き

を
読
み
取
る
口
話
が
中
心
で
、
手
話

を
使
う
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
学
校
で
は
、
う
ま
く
発
音
が
で
き

な
く
て
先
生
に
ひ
ど
く
怒
ら
れ
る
な

ど
、
つ
ら
い
経
験
を
た
く
さ
ん
し
ま
し

た
。
買
い
物
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
申
し

込
み
を
す
る
と
き
な
ど
に
、
う
ま
く
意

思
疎
通
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
特
に
災
害
時
は
、
地
域
に
住
む

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る

条
例
に
は
、
市
民
、ろ
う
者
、

事
業
者
の
役
割
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

・
手
話
教
室

・
手
話
出
前
講
座

・
手
話
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

・
手
話
通
訳
員
な
ど
の
派
遣

・
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

 
修
了
者
向
け
基
礎
復
習
講
座

（
手
話
通
訳
者
養
成
講
座
を
受
講
 

 
す
る
予
定
の
人
の
み
）

越
前
市
も
手
話
普
及
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

越 前 市 みんな の 心 を    つなぐ手 話 言 語 条 例  制 定

か
不
安
で
す
。

　
国
会
で
は
、
以
前
か
ら
手
話
を
言

語
と
定
め
る
「
手
話
言
語
法
」
の
制
定

に
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
制
定

に
向
け
て
地
域
で
の
盛
り
上
が
り
も

必
要
だ
と
感
じ
、
越
前
市
で
も
手
話

言
語
条
例
を
制
定
す
る
活
動
を
始
め

ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
ろ

う
者
の
み
ん
な
と
一
緒
に
条
例
に
つ
い

て
勉
強
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
員

や
市
の
職
員
の
皆
さ
ん
の
理
解
も
あ

り
、
や
っ
と
条
例
の
制
定
へ
と
た
ど
り

着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
条
例
の
制
定
は
、
あ
く

ま
で
ス
タ
ー
ト
で
す
。
県
内
の
ろ
う

学
校
で
は
、
手
話
が
使
え
な
い
先
生

も
多
く
、
ま
だ
ま
だ
手
話
の
認
知
度

や
理
解
度
が
低
い
状
況
で
す
。
こ
れ

か
ら
地
域
や
学
校
な
ど
で
手
話
講
座

を
行
い
、
手
話
が
言
語
で
あ
る
こ
と

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
条
例
の
制

定
を
機
に
、
手
話
の
輪
を
広
げ
、
み

ん
な
の
心
が
明
る
く
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

福井県ろうあ協会　会長
越前市聴覚障害者協会　会長　森本 辰之さん 〈条例〉〈言語〉〈手話〉〈つなぐ〉〈心〉〈みんな〉

手 話 言 語 条 例 へ の 思 いインタビュー

もり もと よし ゆき

議員に手話を教える森本さん
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祝！　越 前 市 みんな の 心 を    つなぐ手 話 言 語 条 例  制 定

手 話 を 始 め て み よ う

市内にある手話を学べる手話サークルを紹介します。

初心者の人でも参加しやすく、仲間と楽しみながら手話を覚えることができます。

パ ラ ダ イ ス

手 話 の 会

開催日時： 金曜日　夜（毎月３回）

開催場所： 市民プラザたけふ

会 員 数：51人

手 話 サ ー ク ル

ホ トト ギ ス

開催日時： 毎週木曜日　午前

開催場所： 市民プラザたけふ

会 員 数： ２５人

代表 小林 照子さん

手 話 を し て み よ う

まずは挨拶などの簡単な手話を覚えてみましょう。

初心者の人は、これを会話のきっかけとし、筆談などほかの方法で会話をしてみてください。

大切なのは、相手の目を見ながら、コミュニケーションをとりたい気持ちを伝えることです。

心 と 心 を つ な ぐ「 手 話 」

私たちは、さまざまな情報を入手しながら生活しています。

しかし、ろう者は、音声による情報を入手できません。

音声による情報が中心である社会では、ろう者とろう者でない人の間に情報取得による

大きな壁が存在し、必然とろう者を孤立させてしまいます。

この壁を取り除くには、手話が言語であることの理解や認識を広めることが大切です。

思いやりの心をもって、互いの気持ちを理解することが、

誰もが安心して生活できる越前市につながります。

①鼻の前で握ったこぶしを前に出す。

②顔の正面から手のひらを前に出

　し、お辞儀する。

よろしくお願いします

①片方のこぶしで、手首のところを

　トントンと２回叩く。

お疲れ様です

①片方の手のひらを下に向け、もう　

　片方の手を甲の上に垂直に置く。

②上に置いた手を上げる。

ありがとう

①人差し指と中指を立て、

　顔の真ん中に寄せて、お辞儀する。

こんにちは

①４本の指であごをかく。

②親指、人差し指、中指を立て、　　

　手を横に向ける。（指文字の「し」）

越前市

2回
トントン

１週目に簡単な手話の勉強、２週目に

新聞記事を使った手話の練習、３週

目に日本語の50音を指で表現する指

文字の練習、４週目に手話の読み取

りと、週ごとに内容を変えて活動をし

ています。サークル代表の小林さん

は、「ろう者は、私一人だけですが、

日常生活程度の手話であればみんな

とコミュニケーションがとれるので嬉し

いです。」と話していました。

手話の勉強だけでなく、手話ボラン

ティアやろう者との交流など、さまざ

まな活動を行っています。会員の澤

﨑さんは、「英語を学ぶように新しい

言語を学ぶ感覚があって面白いです。

手話は、年齢や地域によって異なり、

時代とともに変化しているので、学

べば学ぶほど奥が深い世界だと思い

ます。」と話していました。会員51人

のうち44人が健聴者です。

こ  ばやし てる     こ

会員 澤﨑 和代さん

さわ   ざき      かず    よ
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